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可燃ごみ処理施設長期包括運営業務委託 公募説明書等に関する質疑回答書 

令和 5年 2月 10日 

No. 資料名 頁など 質 問 項 目 回      答 

１ 公募説明書 P8 第３章 

第４節 ① 

長期包括運営委託業務の定義として、DBO 案件において特

別目的会社（SPC）から発注される長期運営業務委託も含

むものと理解して宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

２ 公募説明書 P8 第３章 

第４節 ① 

長期包括運営委託業務の実績として、代表企業が５０％以上

を出資する特別目的会社（SPC）として受託した実績を含む

と理解して宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

３ 公募説明書 P8 第３章 

第４節 ② 

会社実績に関して「長期包括運営委託業務」を連続して 2年

間以上実施していることが、参加会社の実績と明記されてい

ますが、当社は全連続燃焼式焼却施設の運転実績はありま

せんが、今後の中途採用の中で、焼却設備の運転実績有資

格者を中心に採用予定ですが、その採用者で当社の実績と

みなすことは可能ですか。 

公募説明書に示す実績を有することが条件となります。 

４ 公募説明書 P10 第４章 

第１節 ③ 

資料の閲覧方法について、日程や予約方法などの詳細をご

教示願います。 

閲覧は、３月２９日（水）までの期間とします。 

予約方法は、事前に事務局に連絡の上、日程調整するも

のとします。 

５ 公募説明書 P10 第４章 

第３節 

参加資格確認申請 

書類の提出 

参加資格申請書のファイリング、バインディング方式は特に

指定が無く、P15 第６章提出書類作成要領でのご指示以外

については、参加者の任意の形式での作成で宜しいでしょう

か。 

ご理解のとおりです。 

６ 公募説明書 P1１ 第４章 

第４節 

企画提案書類の提出 

企画提案書のファイリング、バインディング方式は特に指定

が無く、P15 第６章提出書類作成要領でのご指示以外につ

いては、参加者の任意の形式での作成で宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

７ 公募説明書 P14 第５章 

第１節  

参加資格確認 

申請書類及び第２節 

企画提案書類 

参加資格申請書及び企画提案書類の正本及び副本の表示

につきまして、特にご指定は無く、第３者が見て判別できれ

ば、表示の形式は参加者の任意の形式での作成で宜しいで

しょうか。 

ご理解のとおりです。 
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８ 公募説明書 P14 第５章 

第１節  

参加資格確認申請書類 

提出書類の納税証明書につき、参加者(代表企業)の本社所

在の自治体発行のもので宜しいでしょうか。 

当組合の構成市（鹿嶋市及び神栖市）の納税証明書を提

出願います。 

なお、構成市に納税義務がない場合は、納税義務がない

旨を記載した書類を提出願います。 

９ 公募説明書 P14 第５章 

第２節 

企画提案書類 

企画提案書類の提出時の梱包につきまして、特にご指定は

無く、梱包方法は参加者の任意の形式での作成で宜しいで

しょうか。 

ご理解のとおりです。 

１０ 公募説明書 P15 第６章 

第１節 ③ 

A４版（A３版書類については A４版に折込み）・縦・横書き・

片面・左綴じとして提出することとありますが、正・副共にファ

イル綴じ（二つ穴ファイル綴じ）でよろしいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

１１ 優先交渉権者 

選定基準 

P5  

具体的な評価ポイント 

運転管理等に関する経

験者の配置に対する提

案 

運転管理等に関する経験者の配置に関する提案において、

具体的な評価ポイントに、一般廃棄物の焼却熱を利用した電

気事業に従事した経験を有する者の雇用に努めることとの記

載がございますが、具体的に想定される地元施設などがござ

いましたら、開示可能な範囲で詳細をご教示願います。 

参加資格を有する旨の通知を受けた参加者のみに別途

通知いたします。 

１２ 優先交渉権者 

選定基準 

P5 第３章 

評価項目 

地元企業の定義は、鹿島地方事務組合構成市である鹿嶋

市、神栖市に本社、本店、支店、営業所のある企業との認識

で宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

１３ 要求水準書 P3 第１章 

第２節 1. 7) 

設備・機材の貸与に関して、貴組合 HP に掲載の「新可燃ご

み処理施設整備事業発注仕様書」P2-73～７５に記載され

ている【工具リスト（参考）】に基づき建設事業者より納入され

る工具類が含まれるとの理解で宜しいでしょうか。また工具リ

スト記載の工具類は基本的に納入され、それ以外に必要と考

えられるものは乙にて準備するとの理解で宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

１４ 要求水準書 P5 第１章 

第２節 1. 12)  

物価変動リスクについては様式 10-11 において提示した経

済指標をもとに補正を行うことを基本に、変動要素見直し時

点から実際の委託費が支払われるまでに大幅に乖離が生じ

た場合には、甲と乙の協議により変動要素の見直しができる

ものとし、また、乙が合理的に説明できる見直しにかかる評

価指標を提示した場合には、本指標を用いて補正を行うこと

ができるとの理解ができ、その考えに基づいて負担するとの

理解で宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 
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１５ 要求水準書 P5 第１章  

第２節 1. 12)  

不可抗力リスクに関して、基本的に貴組合と協議の上作成し

たマニュアルに従った運営をしていた場合には、負担はない

ものとの理解で宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

１６ 要求水準書 P5 第１章  

第２節 1. 12)  

住民対応リスクに関して、基本的に貴組合と協議の上作成し

たマニュアルに従った運営をしていた場合には、負担はない

ものとの理解で宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

１７ 要求水準書 P5 第１章 

第２節 1. 12)  

不適正ごみ混入リスクに関して、善管義務の則り、基本的に

貴組合と協議の上作成したマニュアルに従った運営をしてい

た場合には、負担はないものとの理解で宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

１８ 要求水準書 P6 第１章 

第２節 5. 

本業務実施場所及び周辺企業が行う行事に関して、現時点

で決定しているものがございましたら、ご教示願います。 

現段階で決定しているものはありませんが、必要に応じ

て柔軟な対応を求めたものです。 

１９ 要求水準書 P10 第１章 

第３節 2. 4) ⑥ 

焼却灰及び飛灰処理物の基準は、下表の●印のとおり資源

化先に搬出する場合の基準との理解で宜しいでしょうか。ま

た、放射能については、測定のみ実施するとの理解で宜しい

でしょうか。 

 

焼却灰、飛灰及び飛灰処理物の基準は、下記に示す内容

を想定しています。 

 

 

２０ 要求水準書 P11 第１章  

第４節 １. 

搬入車両に関して、車種ごとの日平均と最大の計画台数をご

教示願います。 

車種ごとの日平均は、以下のとおりです。 

中継車２９台、収集車４４台、直接搬入車１２７台。 

1日当たりの最大計画台数は、以下のとおりです。 

中継車２９台、収集車４４台、直接搬入車７６０台。 

２１ 要求水準書 P11 第１章  

第４節 4. 

乙による重機の調達に関して、購入やリース等の調達方法は

乙に一任するとの理解で宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

焼却灰 飛灰 焼却灰 飛灰処理物

ｱﾙｷﾙ水銀化合物 ● ●

総水銀 ● ●

カドミウム ● ●

鉛 ● ●

六価クロム ● ●

ひ素 ● ●

セレン ● ●

1.4ジオキサン ● ●

フッ素 ● ●

ホウ素 ● ●

総水銀 ● ●

ダイオキシン類 ● ●

重金属類

溶出試験

溶出試験

含有量

放射能

資源化先 資源化先持込不可時

測定のみ

焼却灰 飛灰 飛灰処理物※

重金属類 ｱﾙｷﾙ水銀化合物 ● ●

溶出試験 総水銀 ● ●

カドミウム ● ●

鉛 ● ●

六価クロム ● ●

ひ素 ● ●

セレン ● ●

1.4ジオキサン ● ●

溶出試験 ふっ素 ● ●

ホウ素 ● ●

含有量 総水銀 ● ●

ダイオキシン類 ● ● ●

放射能 測定のみ 測定のみ 測定のみ

※飛灰処理物はキレート処理した飛灰を意味します。

項目
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２２ 要求水準書 P14 第３章  

第１節 1. ② 

対象地域の住民または事業者であることを確認する方法に

ついて、想定されているものをご教示願います。 

免許証の確認を想定しています。 

２３ 要求水準書 P14 第３章  

第１節 2. 2) 

受付時間の午前９時００分から午後４時００分までの間に、昼

休み(１２時００分～１時００分など)の有無についてご教示願

います。 

昼休みは想定していません。 

２４ 要求水準書 P14 第３章  

第１節 2.  

受付時間外においても甲が事前に指示する場合は、受付業

務を行うこととありますが、予定される年間予定をご提示と

受付時間外については別途精算いただける考えでよろしい

でしょうか。 

受付時間外については、収集車両及び中継車が渋滞等

で遅れることを想定しているため、別途精算は見込んで

いません。 

なお、上記の想定が頻繁に生じた場合は協議によるもの

とします。ただし、本組合が計画的に時間外に搬入するこ

とが明確な場合は、ご理解のとおりとします。 

２５ 要求水準書 P15 第３章 

第１節 5. 2) 

中継車については、中継施設で不適物が除去されていると

の理解で宜しいでしょうか。また中継車両にて持込される不

適物の責任所掌は貴組合になるとの理解で宜しいでしょう

か。 

ご理解のとおりですが、中継車両から不適物として回収

された廃棄物についての取り扱いは要求水準書とおりと

します。 

２６ 要求水準書 P16 第３章  

第２節 1. ② 

磁気カードを発行し登録している事業者に対しての出納業

務も乙側で実施することでしょうか。（業者毎の集計⇒請求

⇒入金⇒全ての業者からの入金確認⇒甲が指定する金融

機関への振込） 

ご理解のとおりです。 

２７ 要求水準書 P16 第３章  

第２節 1. ⑧ 

甲の財務会計規則を遵守するとの記載がございますので、

財務会計規則をご教示願います。 

財務会計規則については、下記のアドレスをご確認下さ

い。 

http://www.kcj.or.jp/reiki/reiki_int/reiki_hon

bun/r216RG00010074.html 

28 要求水準書 P16 第３章  

第２節 1. ② 

乙が搬入者に対して、後納制度利用者については、請求書を

送付するとの理解で宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

２９ 要求水準書 P16 第３章  

第２節 1. ③ 

請求書を送付した搬入者は、貴組合指定の口座に直接振り

込むとの理解で宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

３０ 要求水準書 P16 第３章  

第２節 1. ③ 

磁気カードでの数量把握による後日請求（後納扱い）分につ

いては甲が納付書を発送するとありますが、納付先は甲指

定の金融機関との理解でよろしいでしょうか。また、乙が督促

状を発行ことになっていますが、この場合、乙は直接納付状

況を確認できないので定期的に甲に納付状況を確認するこ

とでよろしいでしょうかご教示願います。 

ご理解のとおりです。 

http://www.kcj.or.jp/reiki/reiki_int/reiki_honbun/r216RG00010074.html
http://www.kcj.or.jp/reiki/reiki_int/reiki_honbun/r216RG00010074.html
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３１ 要求水準書 P16 第３章  

第２節 1. ⑤ 

乙は定期的に事業者等が収納した処理料金を把握すること

との記載がございますが、事業者（＝乙）以外に処理料金を

収納する者がいるとの理解で宜しいでしょうか。 

また定期的に把握とは、P16 4.報告①に記載の報告のこと

を指すとの理解で宜しいでしょうか。 

本事項については、「事業者等から収納した」と読み替え

願います。 

 

「定期的に把握」に関する認識は、ご理解のとおりです。 

３２ 要求水準書 P16 第３章  

第２節 1. ⑦ 

貴組合が督促状を発送しても支払がされない場合は、以降

は貴組合にて督促対応されるとの理解で宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

33 要求水準書 P18 第４章  

第１節 6. 

処理困難物の費用負担が乙となっておりますが、P5 の不適

正ごみ混入リスクにおいて、乙は△で帰責事由に応じて負担

との記載より、善管義務を果たしマニュアルに基づき業務を

遂行したにも関わらず発見された処理困難物の処理費用に

ついては、貴組合負担との理解で宜しいでしょうか。また一

般廃棄物として搬入されたものを民間が処理して問題ない

でしょうか。 

なお参考までに、現状の処理不適物の種類、各処理不適物

の混入量、搬入量に対する割合をご教示願います。 

併せて、不適物搬入量の持込禁止について、貴組合より行政

として市民の皆様に周知徹底いただけるとの認識で宜しいで

しょうか。 

要求水準書 P5 のリスク分担は損害賠償を伴う事象（処

理困難物が混入したことによる施設への損害など）を想定

したものです。 

そのため、要求水準書に示すとおりの内容としてくださ

い。 

なお、現段階で処理不適物の混入量等は把握できません

が、広報等により不適物の持込禁止を市民啓発する方針

としています。 

３４ 要求水準書 P18 第４章  

第１節 6. 

処理困難物の費用負担が乙となっておりますが、P20 第 4

章第 2 節 3．有価物の対象に記載されている有価物対象物

が含まれている場合は、有価物として処理しても良いのでし

ょうか。 

ご理解のとおりです。 
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３５ 要求水準書 P19 第４章  

第２節 1. 

各種定期分析項目については、資源化先持込事と持込不可

時の２つのケースで、焼却灰、飛灰、飛灰処理物それぞれに

おいて、以下●印の項目、頻度との理解で宜しいでしょうか。 

 

焼却灰、飛灰及び飛灰処理物の分析頻度は、下記に示す

内容を想定しています。 

 

 

３６ 要求水準書 P19 第４章  

第２節 1. 

臭気指数について 1回/年以上の測定との記載がございます

が、P7～10 の性能保証事項に臭気指数の記載がないこと

から、記載の頻度で測定のみ実施するとの理解で宜しいでし

ょうか。 

ご理解のとおりです。 

37 要求水準書 P20 第４章  

第２節 2. ① 

搬出時の作業補助を行うこととありますが、代表的な作業に

ついてご教示願います。 

灰搬出車両の誘導などを想定しています。 

３８ 要求水準書 P20 第４章  

第２節 2. ② 

処理不適物は、P18 の処理困難物と同義と捉えるとの理解

で宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

焼却灰 頻度 飛灰 焼却灰 飛灰処理物 頻度

● 1回/月 ●

ｱﾙｷﾙ水銀化合物 ● ● ●

総水銀 ● ● ●

カドミウム ● ● ●

鉛 ● ● ●

六価クロム ● ● ●

ひ素 ● ● ●

セレン ● ● ●

1.4ジオキサン ● ● ●

フッ素 ● ●

ホウ素 ● ●

総水銀 ● ●

ダイオキシン類 ● 1回/年以上 ● ●

放射能 測定のみ

資源化先持込不可時

1回/年

以上

1回/年

以上

熱灼減量

重金属類

溶出試験

溶出試験

含有量

資源化先持込時 焼却灰 飛灰 飛灰処理物※1

熱しゃく減量 1回/月

重金属類 ｱﾙｷﾙ水銀化合物

溶出試験 総水銀

カドミウム

鉛

六価クロム

ひ素

セレン

1.4ジオキサン

溶出試験 ふっ素

ホウ素

含有量 総水銀

ダイオキシン類

放射能

※1：飛灰処理物はキレート処理した飛灰を意味します。

※2：資源化先が持込不可であった場合に実施することを意味します。

1回/年
以上※2

1回/年

項目

1回/年
以上
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３９ 要求水準書 P20 第４章  

第２節 2. ② 

処理不適物の費用負担が乙となっておりますが、P5 の不適

正ごみ混入リスクにおいて、乙は△で帰責事由に応じて負担

との記載より、善管義務を果たしマニュアルに基づき業務を

遂行したにも関わらず発見された処理困難物の処理費用に

ついては、貴組合負担との理解で宜しいでしょうか。また一

般廃棄物として搬入されたものを民間が処理して問題ない

でしょうか。 

なお参考までに、現状の処理不適物の種類、各処理不適物

の混入量、搬入量に対する割合をご教示願います。 

併せて、不適物搬入量の持込禁止について、貴組合より行政

として市民の皆様に周知徹底いただけるとの認識で宜しいで

しょうか。 

No33を参照願います。 

４０ 要求水準書 P29 第９章  

第１節 

植栽及び草刈り等の範囲は添付図に示す範囲とありますが、

添付図は他の資料同様に閲覧できるものとの理解で宜しい

でしょうか。 

ご理解のとおりです。 

４１ 要求水準書 P29 第９章  

第２節 1. 

同一敷地外で火災が発生した場合の対応について記載がご

ざいますが、同一敷地外は本施設敷地外と読み替え、周辺

施設における火災発生時の対応についての記載との理解で

宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

４２ 要求水準書 P29 第９章  

第３節 

見学者対応について、本施設への見学予定者（小学校など

の団体数、人数）などご教示願います。併せて過去の見学者

実績（月別の団体数、人数）や、見学日時についてご提示願

います。 

主な見学者は，構成市の小学校を想定願います。 

過去の実績ですが，平成２８年度から３０年度の 3 年間

で，年間の最大見学団体数が 29 団体，1 日当たり最大

見学者数が 135名となります。 

43 要求水準書 P29 第９章  

第４節 

住民等との各種協定を十分に理解把握した上で運営を行う

よう記載がございますが、住民等と締結された（または今後

締結予定の）各種協定の種類と内容をご教示願います。 

現段階では住民と締結している協定はありませんが、必

要に応じて柔軟な対応を求めたものです。 

４４ 要求水準書 P３４ 第１２章  

第１節 

表に記載されている大規模修繕工事の項目に関して、想定し

ている追加対象機器があれば、様式１０-３に追加、明示して

もよろしいでしょうか。 

本表に関する内容を様式１０-３に記載することは可能とし

ますが、本件以外の項目については不可とします。 

４５ 業務委託契約書

（案） 

P4 第 3章  

第 14条 2 

処理不適物の費用負担が乙となっておりますが、善管義務を

果たしマニュアルに基づき業務を遂行したにも関わらず発見

された処理困難物の処理費用については、貴組合負担との

理解で宜しいでしょうか。また一般廃棄物として搬入された

ものを民間が処理して問題ないでしょうか。 

No33を参照願います。 
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４６ 業務委託契約書

（案） 

P4 第３章  

第１５条 1 

「乙は、徴収の都度、搬入者に対し、領収書を発行し、甲に領

収書の控えを提出しなければならない」とありますが、甲に領

収書の控えの提出は、別途定める方法で領収書の控えを提

出することでもよろしいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

４７ 業務委託契約書

（案） 

P9 第６章 

第３２条２ 

２０年間の委託費総額に対する保証とする場合は、保証料が

高額となるため、長期包括運営業務委託契約で一般的であ

る、単年度の委託料の 100 分の 10 以上を対象額として各

事業年度ごとに付保することとさせて頂きたくよろしくお願い

申し上げます。 

ご理解のとおりです。 

４８ 業務委託契約書

（案） 

P11 第６章 

第３９条 6 

乖離請求期間は、令和 6年 4月から令和 7年 3月 31日ま

でとありますが、建設事業者の保証期間項目については、保

証期間まで乖離請求できるものと考えてもよろしいでしょう

か。また、運営期間中に新たな乖離が発生した場合には、都

度甲と乙にて協議を実施するとの理解で宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

49 業務委託契約書

（案） 

P12 第８章 

第４５条 

性能未達の場合の逸失利益の賠償額については、委託費の

減額と同様に、各年度の運営固定費の５０％が最大との理解

で宜しいでしょうか。 

第４５条における逸失利益の賠償額については上限額を

設けていません。 

５０ 業務委託契約書

（案） 

P12 第８章 

第４６条２ 

不可抗力による災害応急対策又は災害復旧に関する工事等

における損害合計額については、乙の負担にならないものと

の理解で宜しいでしょうか。 

不可抗力に対する対応については、第５条第３に示すとお

り、対処方法、費用の負担、契約の継続等について協議

を行うとしており、本協議が整わなければ第４６条２を適

用します。 

51 業務委託契約書

（案） 

P1３ 第 8章 

第 49条 2 （４） 

（１）～（３）に該当するもの以外の法令変更に関して乙の負担

との記載がありますが、要求水準書 P5第 2節 1項１２）損害

賠償に示されている分担に従うとの理解で宜しいでしょう

か。 

ご理解のとおりです。 

５２ 業務委託契約書

（案） 

P18 第 10章  

第 62条 4 

乙と異なる事業者への引継ぎに関する支援の協力について

は、事業期間外又は、要求水準の３か月を超える場合の教育

支援のための人件費などについては別途清算できるものとし

て考えて宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

５３ 様式１０-２ 

～１０-６ 

記載方法 各様式の合計欄の下に平準化した金額を記載する欄を設け

てもよろしいでしょうか。また、その平準化した金額を様式

10-1に展開することでよろしいでしょうか。 

原則として現在の様式を使用願います。 

ただし、年度間の費用を明確化した上で、固定費を平準

化する場合は、提案を認めるものとします。 

５４ 様式 10-8 開業費 様式 10-8の開業費（令和 5年度）は、様式 10-9の令和 6

年度に含めることでよろしいでしょうか 

ご理解のとおりです。 
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５５ 様式 10-2-1,2 

  10-5-1,2 、

10-6 

金額の単位 各様式の金額の単位で明示がないものは、1 円単位の表示

に統一することでよろしいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

５６ 様式 10-11 評価指標 改訂指数について、本様式にて参加者から提案することは可

能との理解で宜しいでしょうか。 

原則として本組合が提示した内容での提案は必要としま

す。 

ただし、提案がある場合は、本組合にとって有益となる提

案理由を明示した場合はこの限りではありません。 

５７ 様式 10-11 評価指標 各費目の評価指数の空欄部には、希望する改訂指数を記入

するとの理解で宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

58 様式 10-11 評価指標 加重比率とは、各費目に関して、固定費、変動費それぞれに

おける金額割合を記載するとの理解で宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

 


